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寄稿　創刊時の思い出と今後に向けての期待

山下亜紀子
九州大学大学院人間環境学研究院  准教授

（創刊号 特集イベント 登壇者）

ポリモルフィア創刊号には、特集として「科学

と教育分野及び労働市場における女性の参画拡大

を科学する」と題したワークショップのことが掲

載されています。2015年11月16日に開催され

たもので、私は、そのワークショップにパネル討

論者として参加いたしました。九州大学に着任

したのは、2014年4月でしたので来たばかりの

時期でした。また、女性研究者を増やすという文

部科学省の政策のなかで、九州大学は最先端のフ

ロンティアとして頑張っておられる、という評判

を前任校で聞いていましたので、男女共同参画推

進室からお話をいただいたときには、とても嬉し

かったのを記憶しています。

そのワークショップは、科学、教育、労働市場

への女性の参画、ということが掲げられており、

パブリックな（公的）領域への参画が基本テーマ

であったと思います。いわば、フェミニズムの当

初の基本路線と同じ方向性であり、王道の部分を

とりあげたものでした。かたや私は、プライベー

トの（私的な）領域の問題に関心があり、研究を

進めていました。家族社会学、福祉社会学、地域

社会学の立場から、発達障害児の母親のことにつ

いて研究を進めており、私的な領域にケアする

人々が囲い込まれ、様々な生活困難が生じている、

という点に問題意識を持っていました。そうした

ことをふまえると、このワークショップでは、公

的な領域の問題にとどまらず、私的な領域の問題

も含めて議論される、ということになり、よく練

られた企画であることを感じました。実際のワー

クショップの場では、同時通訳がつく国際的な議

2015 年 11 月 14 日　ワークショップの模様（ポリモルフィア Vol.1　p.18, p.30）
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論の場でもあり、その面でも刺激をいただきまし

たが、私からは私的な領域の問題提起をさせてい

ただき、とても有意義な時間をもつことができま

した。

このワークショップの後も、男女共同参画推進

室とは、様々なおつきあいが続いています。研究

者支援に関する業務に関わらせていただいたり、

また現在は男女共同参画推進室の協力教員として

の関わりをもたせていただいたりしています。

最近は、ちょっとしたことではありますが、ジェ

ンダー平等へ向けた貢献が私なりにできたのでは

ないか、と感じることがありました。それは、研

究者支援事業の審査にあたっての選考基準につい

てでした。当初案においては、「育児などを助け

てくれる家族がいるかどうか？」といった家族の

状況が、支援をするかどうかの選考基準に含ま

れていたのですが、これは、家族をケアラーと

してアプリオリに措定することにつながるので、

フォーマルなサービスの利用実態のみを選考基準

にいれたらどうか、というご提案をいたしました。

委員会の先生方が理解、共感をしてくださり、そ

うした方向性が実現したことがありました。研究

者支援の実践へ向け、これまで学んできたことや

研究の知見が活かされたことは、大きな喜びでし

た。この10年で、九州大学では、ずいぶんと女

性研究者も増え、研究環境も整ってきたのではな

いかと思います。これもひとえに、本学の男女共

同参画推進室にフロンティアとしてひっぱってい

ただいたからだと思います。

最後に今後の男女共同参画推進室に対する希望

にも触れておきたいと思います。先日、あるジャー

ナリストのお話を聞く機会がありました。その方

は、「嫁」、「奥さん」という用語が望ましくない

根拠として、対になる用語がないから、という点

をあげておられました。この説明は私たちにパー

トナーがいることを前提視しているものではない

か、と疑問をもち、そのジャーナリストにはバイ

アスがあるように感じました。「嫁」、「奥さん」

については、権力性を孕むものとして、用いるこ

とは望ましくない、という根拠の方が妥当ではな

いでしょうか。その方のように、私も含め、私た

ちは、未だ様々なバイアスをもっていることがあ

ります。一方で、ジェンダーやセクシュアリティ

に関する研究は進み、様々なバイアスを相対化し

てくれる視点を教えてくれています。私たちは

様々に自分の道を歩んでいきます。すべての人々

が研究や教育をしやすい基盤を、本学男女共同参

画推進室には、フロンティアとして、作っていた

だきたいと願っています。
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